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江 口 智 美 
 
実施期間：平成３０年７月～平成３０年１１月 
担当教員：（米沢栄養大学 担当者）鈴木道子、大和田浩子、江口智美、齋藤寛子 
連携機関：【主催】山形大学（工学部・国際事業化研究センター・有機材料システム事
業創出センター）・山形県立米沢栄養大学・米沢信用金庫・ 
株式会社タカハタ電子・株式会社ベジア 
     【共催】米沢市 
     【協賛】山形おきたま農業協同組合 
     【後援】山形県・山形県教育委員会 
 
１．はじめに 
⑴ 第 3 回ドライフーズレシピコンテスト 2018 事業の目的   
 第 1・2 回ドライフーズレシピコンテスト同様、地方の特色を活用し、地域ブラン
ドの確立やプロモーション強化により、地域産業の活性化を目的した。各機関と連携
し、且つ置賜地域にある山形大学と米沢栄養大学の学生も巻き込み、地域連携を実践
することで、地方創生の一助になることも目的のひとつとした。  
⑵ 第 3 回ドライフーズレシピコンテスト 2018 事業の内容 
地域商材をデラウェアとし、山形大学発ベンチャー企業（株式会社ベジア）が持つ
技術で常温乾燥させたデラウェアを用いたスイーツレシピを募集した。本学学生対象
に説明会を行い、インターネットでも募集を行った結果、県内のほか東京や滋賀など
から 35 件の応募があり、厳正な書類審査及び 2 次審査（試食審査）が行われた。  
 
２．概要 
＜地域商材を活用した新商品開発コンテストの開催＞ 
【開催日】  平成 30 年 11 月 23 日  
（事業説明会は 7/13、レシピ募集期間は Ｈ30 年 7/3～10/10）  
【コンテスト参加対象者】 学生・一般（個人及びグループでの参加も可能）  
【地域商材】 デラウェア 
（山形大学発ベンチャー企業㈱ベジアの技術を活用し作成した  
常温乾燥デラウェア）  
【賞金】 優勝  10 万円、準優勝 5 万円、第 3 位 3 万円、審査員特別賞 図書券 3 千円 
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３．開催報告 
7 月 13 日（金）全学年を対象に本学でコンテストの説明会を開催し、常温乾燥したデラ
ウェアの見本を全員に配布した。レシピ募集期間が終了後、食材の活用・アイデアの斬新
性という 2 つの項目で書類審査を行い、8 種のレシピが選ばれ、試食審査となった。 
   
11 月 23 日（金・祝）本学に於いて、試食審査が行われた。審査は 4 つの審査項目で行
われ、食材の活用 30 点・アイデアの斬新性 20 点・見た目の美しさ 20 点・美味しさ 
30 点の計 100 点満点とする基準で採点された。審査は、主催・共催・協賛及び関係者で厳
密に行われた。本学学生で最終審査に進んだのは、4 年菅原桃さん・2 年菅原桜さん・中学
生菅原楓鈴さんによる姉妹チーム、3 年成澤ゆきさん、1 年戎谷光さんの 3 組であった。審
査結果は以下の通りである。  
 
優勝  レーズン尽くし！さっぱりカスタードのタルト 本学 1 年  戎谷光さん  
準優勝 デラウェア貴婦人のモンブラン        米沢市 菊池翠さん  
第 3 位 レーズンとナッツのトリュフ         山辺高校 3 年 清野乃愛さん  
審査員特別賞 優雅な葡萄狩り～丸ごとデラウェアのダックワーズ～  
本学 4 年 菅原桃さん・2 年 菅原桜さん・中学生 菅原楓鈴さん 
 
    
優勝              審査員特別賞 
 
本学学生の作品は、プロと競っても遜色ない出来栄え・味であるという評価をいただき、
地域食材を用いたスイーツ製作について、学生の意欲がさらに高まった事業となった。  
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